
第９回契約監視委員会議事概要 

１．日時  

平成 29 年 4 月 17 日（月） 16：00～17：00 

２．場所 

独立行政法人環境再生保全機構 東京事務所 大会議室 

３．出席者 

（委員長）堀  裕 （堀総合法律事務所 弁護士） 

（委 員）山下 康彦 （新日本有限責任監査法人 公認会計士） 

寺田 麻佑 （国際基督教大学 准教授） 

斎藤 仁 （独立行政法人環境再生保全機構 常勤監事） 

生田 美弥子 （独立行政法人環境再生保全機構 非常勤監事） 

４．審議案件 

議題１ 平成 28 年度環境再生保全機構の契約の現状（報告） 

議題２ 平成 28 年度契約に関する取組状況（審議事項） 

（１）随意契約の点検及び確認 

（２）一者応札・一者応募の点検及び確認 

（３）複数年度契約及び賃貸借と保守の一体調達の点検並びに確認 

（４）その他報告事項 

議題３ 調達等合理化計画（審議事項） 

（１）平成 28 年度調達等合理化計画実績報告 

（２）平成 29 年度調達等合理化計画（案） 

５．審議の結果 

（１）平成 28 年度に発生した競争性のない随意契約について、随意契約とした理由

並びに点検結果を説明し、特に問題はないとされた。 

（２）平成 28 年度に一者応札・一者応募となった案件について、点検結果を説明し、

特に問題はないとされた。 

（３）平成 28 年度の複数年度契約の点検結果について説明し、特に問題はないとさ

れた。 

 （４）平成 28 年度調達等合理化計画の実績報告及び平成 29 年度の計画の策定につ

いて、特に問題なしとされ、了承された。 

６．その他 

（１）点検・確認の結果、全ての契約について特に問題はないとされた。 



第９回契約監視委員会点検等の概要 

「独立行政法人の契約状況の点検・見直しについて」（平成 21 年 11 月 17 日閣議決

定）及び「独立行政法人における調達等合理化の取組の推進について」（平成 27 年 5

月 25 日総務大臣決定）により、環境再生保全機構に設置している契約監視委員会を平

成 29 年 4 月 17 日に開催し、環境再生保全機構における随意契約等の点検・確認を行

った。 

１．平成 28 年度契約に関する取組状況 

（１）随意契約の点検及び確認 

平成 28 年度に競争性のない随意契約は 5件であった。随意契約とした理由並

びに点検結果について説明の上、特に問題はないと判断された。 

〔意見等〕  

特になし 

（２）一者応札・一者応募の点検及び確認 

平成 28 年度に一者応札・一者応募となった 4件について、要因や公告期間等

の適正性を中心に点検を実施した。その結果、現状及び機構がその後実施した

「一者応札（応募）改善方策」等による取組みについて、特に問題はないと判

断された。 

〔意見等〕 

特になし 

 （３）複数年度契約及び賃貸借と保守の一体調達の点検並びに確認 

一者応札（応募）改善方策に基づき、情報システムの運用・保守等は一定の

業務期間が認められるため、（第三期中期計画期間の範囲内で）複数年度契約を

促進しており、28 年度は 32 件が複数年度契約となっていることを報告（昨年度

と比し 20 件の増加）した。その結果、特に問題はないと判断された。 

〔意見等〕 

特になし 

（４）その他報告事項 

・契約書等関係書類の再整備と審査工程の見直し内容を報告した。 

・調達等にかかる公正を確保し、契約手続きのより厳格な運営を図るために、

機構内の事前審査体制として設置した「契約手続審査委員会」による審査を

少額随契以外の支出の原因となるすべての契約について実施している。また、

一者応札・応募の更なる改善方策に引き続き取り組む等、調達等合理化計画

に沿って、引き続き適切に管理していくことを報告した。 

〔意見等〕 

特になし 

２．調達等合理化計画 

  平成 28 年度実績及び自己評価の報告と平成 29 年度計画を説明し、特に問題はな

いと判断された。 

〔意見等〕 

特になし 


